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春、満開！さくら日和！
さくら名所100選に選ばれている茂原公園
弁天橋と園路が改修され、より一層桜が映えました



友だち 
募集中！

※�

原
則
と
し
て
東
郷
第
１
学
童
ク

ラ
ブ
は
３
年
生
以
上
、
第
２
学

童
ク
ラ
ブ
は
１
・
２
年
生
が
対
象

※�

夏
期
茂
原
・
夏
期
茂
原
第
２
学

童
ク
ラ
ブ
以
外
は
、
通
年
の
利

用
者
の
他
に
、
定
員
の
範
囲
内

で
募
集
す
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
に

よ
っ
て
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※�

申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
選
考

◆
申
込
締
切

　

６
月
13
日
㊎
（
必
着
）

◆
申
込
方
法

　

申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
等
）

を
添
付
の
上
、
保
育
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
。

　

申
込
書
類
は
、
保

育
課
ま
た
は
同
課

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
。

※�

申
込
み
は
全
て
の
書
類
が
揃
う

ま
で
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１

保
育
課
（
８
階
）

☎
�
５
６
５
６　

⒇
１
６
０
６

◆
対
象

　

市
内
小
学
校
に
就
学
し
、
保
護

者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

◆
利
用
期
間

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

◆
募
集
学
童
ク
ラ
ブ
・
人
数

夏
期
茂
原
学
童
ク
ラ
ブ�

70
人

　
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

夏
期
茂
原
第
２
学
童
ク
ラ
ブ�

30
人

　
（
大
多
喜
ガ
ス
厚
生
会
館
内
）

東
郷
第
１
学
童
ク
ラ
ブ�
若
干
名

　
（
東
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

東
郷
第
２
学
童
ク
ラ
ブ�
若
干
名

　
（
旧
東
郷
地
区
集
会
場
）

二
宮
学
童
ク
ラ
ブ�

若
干
名

　
（
二
宮
小
学
校
内
）

せ
ん
だ
ん
学
童
ク
ラ
ブ�

若
干
名

　
（
茂
原
小
学
校
敷
地
内
）

中
の
島
学
童
ク
ラ
ブ�

若
干
名

　
（
中
の
島
小
学
校
内
）

※�

令
和
７
年
度
は
、
夏
期
茂
原
第

２
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
予
定
で

す
。
な
お
、
利
用
期
間
は
８
月

１
日
㊎
～
８
月
30
日
㊏
ま
で
と

な
り
ま
す
。

＜利用料＞
� 利用期間区分 7月22日㊋～ 31日㊍ 8月1日㊎～ 30日㊏
一般 6,000円 12,000円
同一世帯で2人以上利用する世帯 2人目以降3,000円 2人目以降6,000円
前年度市町村民税非課税世帯・
ひとり親世帯 3,000円 6,000円
生活保護世帯 無料 無料
※日曜日・休日は除く
※利用料は利用日数にかかわらず定額
※その他おやつ代・保険料・特別な行事の際の実費負担あり（昼食は弁当を持参）
※ひとり親世帯：児童扶養手当またはひとり親家庭等医療費等助成を受給している世帯

夏
休
み
期
間
中
の
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の�

�

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

◆
対
象
者

　

水
田
で
飼
料
用
米
な
ど
の
戦
略

作
物
を
、
販
売
目
的
で
生
産
す
る

販
売
農
家
・
集
落
営
農

◆
単
価

　

対
象
作
物
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

（
例
）
※
10
ａ
当
た
り

・
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物

�

３
万
５
千
円

・
加
工
用
米�

２
万
円

・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲�

８
万
円

・
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米

　

収
量
に
応
じ

�

５
万
５
千
円
～
10
万
５
千
円

ゲ
タ
対
策 

（
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
）

◆
対
象
者

　

麦
、
大
豆
な
ど
を
販
売
目
的
で

生
産
す
る
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
・
認
定
新
規
就
農
者

◆
単
価

　

支
払
方
法
・
対
象
作
物
・
品
質

区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ナ
ラ
シ
対
策
（
米
・
畑
作
物
の 

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）

◆
対
象
者

　

認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
・
認

定
新
規
就
農
者

◆
対
象
品
目

　

米
・
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で

ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ

◆
補
て
ん
額

　

当
年
産
の
販
売
収
入
の
合
計
が

標
準
的
収
入
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

差
額
の
９
割
を
、農
業
者
の
積
立
金

と
国
の
交
付
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

交
付
申
請
書
を
６
月
６
日
㊎
ま

で
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
度
申
請
し
た
方
も
、
今
年

度
分
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

内
容
に
よ
り
、
別
途
、
販
売
契

約
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
合
せ

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１

農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６　

⒇
１
６
０
４

　
販
売
目
的
で
米
な
ど
を
生
産
（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農
を
対
象
に
、国
に
よ
る
交
付
金
制
度
の
申
請
を
受
付
中
で
す
。

農
業
を
営
む
方
の
経
営
所
得

�

安
定
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
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市では、広報紙の送付を希望する方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（3階）　☎（20）1512　 （20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム
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4
月
1
日
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
組
織
の一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
体
育
課
の

執
務
室
を
市
役
所
9
階
か
ら
市

民
体
育
館
に
移
転
し
、
名
称
を
市

民
に
親
し
み
や
す
い
「
ス
ポ
ー
ツ
」

を
冠
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
市
民
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ
」
を

基
本
理
念
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
、
市
内
外

に
広
く
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
9
年
度
に
は

千
葉
県
で
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
本
市
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
の
会
場
地
と
な
り
ま
す
の
で
、

今
回
の
体
制
強
化
に
よ
り
開
催
に

向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
全
国
大
会
の
開
催
は

平
成
17
年
高
校
総
体
、
平
成
22

年
千
葉
国
体
以
来
と
な
り
、
多
く

の
選
手
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
が
本

市
に
お
越
し
に
な
る
た
め
、
こ
の

機
会
に
本
市
の
魅
力
な
ど
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
し
て

は
、4
月
20
日
に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
の
千
葉
ジ
ェ
ッ

ツ
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
を
招

い
て
、市
内
中
学
生
を
対
象
と
し

た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、6
月
に
は

「
大
相
撲
錣し
こ
ろ
や
ま山

部
屋
ふ
れ
あ
い
相

撲
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
「
タ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」
は
、
ル
ー
ル
も
簡
単
で
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
千

葉
県
が
主
催
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
種
目
に
も
採

用
さ
れ
て
お
り
、
市
内
外
で
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

未
経
験
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
体
験
会
な
ど
で
多

く
の
方
に
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
上
で
環

境
の
整
備
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で

市
長
の

市
長
の
あ
つ
あ
つ

あ
つ
あ
つ
情
報
情
報

ス
ポ
ー
ツ
が
も
っ
と
身
近
に
な
る
ま
ち
へ

No.9

「今月の1枚」

茂原市長　市
いち
原
はら
　淳
あつし
　

富
士
見
公
園
野
球
場
の
施
設
整
備

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
オ
ム
ニ
（
砂

入
り
人
工
芝
）
化
を
行
い
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
使
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
営
の
長
生
の
森
野
球

場
に
関
し
ま
し
て
も
、
県
に
お
い

て
ナ
イ
タ
ー
施
設
設
置
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
向
け
、
サ
ッ
カ
ー
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ウォーキングの時の１コマ

問合せ　秘書広報課（3階）　☎（20）1512　 （20）1601

茂原市公式�
　　Instagram�
� はじめました！
観光や産業、風景や景観など市の魅力を発信します。

＃もばらフォト�＃もばらいん�をつけて投稿して
茂原市の魅力をみんなで共有しませんか？

mobara_city
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肺がん・結核検診、肺がん・結核検診、喀喀
かくかく

痰痰
たんたん

検査、�検査、�
� 胃がん検診を実施します� 胃がん検診を実施します
　市では、早期にがんを発見し、適切な治療につなげるため、各種がん検診を実施しています。
　肺がんも胃がんも、早期発見・早期治療であれば治る可能性が高い病気です。定期的に検診を受け、
精密検査が必要となった場合は、必ず医療機関を受診しましょう。

肺がん・結核検診、喀痰検査
　40代から増え始める「肺がん」は、がんによる死亡数の第１位です（人口動
態統計2023）。喫煙者の罹

り

患
かん

リスクが高いですが、非喫煙者にも罹患リスクが
ある肺がんもあります。早期には症状が見られないことも多く、進行して初めて
症状が出ることもあります。

 肺がん・結核検診 喀痰検査

対象
令和7年4月1日時点で40歳以上の方
※�65歳以上の方は、検診の名称が結核検
診となりますが、検査内容は同一です。

令和7年4月1日時点で50歳以上の方
※�肺がん・結核検診を受診された方で、
喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）
が600以上の方

検査方法 胸部エックス線撮影 喀痰細胞診（容器に痰を採取し提出）
実施方法 集団検診（肺がん・結核検診、喀痰検査を同時実施）

自己負担額 500円（令和7年4月1日時点で65歳以上
の方は無料） 500円

胃がん検診
　「胃がん」は、日本では50歳以降に多く、がんによる死亡原因の上位に位置す
るがんです。早い段階では自覚症状がほとんどなく、かなり進行しても症状がな
い場合があります。

◆対 象　�令和7年4月1日時点で40歳以上の方で、生まれの年号が大正・昭和の偶数年（西暦で
奇数年）の方

◆検 査 方 法　�バリウムを用いた胃部エックス線撮影
◆実 施 方 法　集団検診
◆自己負担金　500円
◆注 意 事 項　�以下の方は、バリウムが気管に入り、誤

ご

嚥
えん

性肺炎等重大な
病気を引き起こす可能性があるため、医療機関を受診して
胃内視鏡を受けることをお勧めします。

　　　　　　　・食べ物や飲み物が飲み込みにくく、むせやすい方
　　　　　　　・以前にバリウムの誤嚥があった方
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プロ野球イースタン・リーグ公式戦　茂原シリーズ2025 
千葉ロッテマリーンズ　ＶＳ　北海道日本ハムファイターズ

　長生郡市内の小中学生を招待します！
　※招待券は5月上旬に学校を通じて順次配布予定

◆日 時　6月8日㊐13時試合開始（11時開場）
◆場 所　長生の森公園野球場
◆チケット　�前売券は5月1日㊍から、茂原ショッピングプラザ

アスモ、日本料理竹りん、市民体育館（平日9時～
17時）やチケットサイトにて購入可

　　　　　　全席自由（内野・外野）
　　　　　　・高校生以上　2,000円（前売り1,800円）
　　　　　　・子ども　　　1,000円（前売り� �800円）
　　　　　　※小学生未満は無料
◆来場方法　次の駐車場から無料シャトルバスにより送迎（9時～）
　　　　　　・茂原市役所周辺駐車場 （約400台）
　　　　　　・旧西陵中学校臨時駐車場（約200台）
　　　　　　※長生の森公園野球場周辺の駐車場は利用できません。

　　　　　　詳しくは、スポーツ振興課ウェブページをご覧ください。

問合せ　�茂原シリーズ総合案内　☎03（5722）7755 
月～金および開催前日：9時～ 18時、開催当日：9時～ 15時 
※祝日を除く

肺がん・結核検診、喀痰検査、胃がん検診　日程
肺がん 実施時間 9時～　　�／ 13時～

（同時実施日）� （8時30分～／ 13時～）
胃がん 実施時間 8時30分～（午前のみ）

実施日 肺 胃 会場

6月

� 4日 水 ○ -
保健センター� 5日 木 ○ ○

� 6日 金 ○ -
� 9日 月 ○ - 東部台文化会館
10日 火 - ○ 本納公民館
11日 水 ○ - 東部台文化会館
12日 木 ○ - 本納公民館
14日 土 - ○

保健センター16日 月 ○ ○
17日 火 ○ ○
18日 水 - ○ 東部台文化会館19日 木 - ○
20日 金 - ○ 保健センター28日 土 ○ -

　胃がん検診は午前のみ実施します。
　肺がん検診・胃がん検診の同時実施日の午
前は、両方受診する方のみ対象です（午後は、
肺がん検診のみ受診できます）。
※�受診希望日の10日前までにお申し込みく
ださい（各会場とも定員になり次第締め切
り)。

※�令和6年度に肺がん検診を受診した方、令
和5年度に胃がん検診を受診した方は、申
込不要で受診票を送付します。

※�自覚症状のある方、肺・胃の疾患で通院中
または経過観察中の方は、医療機関にて受
診をお願いします。

申込み・問合せ�
　健康管理課（2階） 
　 kenkou@city.mobara.chiba.jp 
　☎（20）1574　 （20）1600 ▲申込フォーム

ⒸC.L.M
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ちょいとサポーター養成講座を開催します
　市では、介護予防・日常生活支援総合事業として、要支援の方を対象に掃除やごみ出しなどを行
う生活支援訪問サービスを実施しています。
　「ちょいとサポーター養成講座」を受講して、サービスを提供する担い手になりませんか？

◆日 時　�6月19日㊍・20日㊎10時～ 15時（20日は15時30分まで）
◆会 場　市役所5階504会議室
◆対 象　市内在住者（両日参加できる方に限る）
◆定 員　20人
◆受講料　無料
◆申 込　6月6日㊎までに電話にて

　詳しくは、高齢者支援課ウェブページをご覧ください。

問合せ　高齢者支援課地域包括支援室（2階）　☎（20）1583　 （20）1610

学
芸
功
労
者
表
彰

▼
菅
谷
　
結
希
奈
（
豊
田
小
）

２
０
２
４
年
度
歯
・
口
の
健
康
に

関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル

最
優
秀
賞　

文
部
科
学
大
臣
賞

▼
岩
渕
　
悠
真
（
豊
田
小
）

令
和
６
年
度
千
葉
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル　

第
３
部　

特
選　

千
葉
県
知
事
賞

▼
大
久
保
　
花
琉
（
茂
原
小
）

日
本
教
育
書
道
芸
術
院

第
49
回
書
き
初
め
誌
上
展

半
紙
の
部　

大
賞

▼
中
田
　
陽
大
（
本
納
小
）

令
和
６
年
度
千
葉
県
愛
鳥
週
間

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
校
の
部　

優
秀
賞　

千
葉
県
知
事
賞

▼
三
室
　
晶
（
本
納
小
）

令
和
６
年
度
千
葉
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル　

第
２
部　

特
選　

千
葉
県
知
事
賞

▼
篠
崎
　
尚
臣
（
南
中
）

令
和
６
年
度
千
葉
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル　

第
５
部　

特
選　

千
葉
県
知
事
賞

▼
小
山
　
葵
依
（
南
中
）

令
和
６
年
度
千
葉
県
愛
鳥
週
間

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
の
部

優
秀
賞　

千
葉
県
知
事
賞

体
育
功
労
者
表
彰

▼
池
澤
　
杏
南
（
萩
原
小
）

第
39
回
和
道
会
全
関
東
空
手
道
競

技
大
会　

形
の
部　

小
学
生
３
年
男
女
有
級　

優
勝

▼
玉
井
　
志
季
（
萩
原
小
）

第
24
回
千
葉
県
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会

小
学
５
年
男
子
形　

優
勝

▼
ペ
ル
シ
ン
　
ア
ン
ナ（
二
宮
小
）

令
和
６
年
度
第
21
回
千
葉
県
少
年

柔
道
大
会　

個
人
の
部　

５
年
生
女
子
の
部　

40
㎏
超
級　

優
勝

▼
ペ
ル
シ
ン
　
イ
ワ
ン（冨

士
見
中
）

第
49
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
90
㎏
級　

３
位

▼
鈴
木
　
隆
太
郎

第
39
回
和
道
会
全
関
東
空
手
道
競

技
大
会　

形
の
部　

中
学
生
男
女
有
段　

優
勝

▼
ミ
ル
キ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

第
41
回
関
東
小
学
生

男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

３
位

石
井　

陽
咲　
（
茂
原
小
）

佐
久
間　

咲
紀
（
中
の
島
小
）

貝
沼　

楓　
　
（
東
部
小
）

熱
田　

歩
心　
（
萩
原
小
）

君
塚　

七
海　
（
東
部
小
）

問
合
せ

教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７　

⒇
１
６
０
７

令
和
６
年
度　
茂
原
市
教
育
委
員
会　
学
芸
・
体
育
功
労
者
表
彰

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
芸
・
体
育
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。（
全
国
大
会
３
位
以
上
の
入
賞
者
ま
た
は
、
県
大
会
１
位
入
賞
者
お
よ
び
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
成
績
）�

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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認知症は早期発見・早期対応がとても大切です！
　認知症は、現在完治が難しい病気とされていますが、早期に発見して適切な対応を
することで、認知症の方だけではなく、家族等にとっても安心な生活を送ることにつ
ながります。

	 早期発見・早期対応の3つのメリット	 早期発見・早期対応の3つのメリット

申込み・問合せ　高齢者支援課地域包括支援室（2階）　☎（20）1583　 （20）1610

脳の元気度測定会＆相談会を実施します！
♦会場・日時

会場 日程 時間
市役所5階会議室 5月13日、6月10日、7月8日、

8月5日、9月9日、10月7日 9時30分～ 16時

本納公民館 6月5日、7月3日、8月7日、
9月4日、10月2日 10時～ 12時

※上記の日程で、ご都合がつかない方はお気軽にご相談ください。
◆定員　1日8人程度（事前に電話で申し込み・9時～ 16時）
◆内容　・タッチパネルによるもの忘れ測定（1人約20分～ 30分程度）
　　　　　※初めての方でも職員がつきますので安心してご利用いただけます。
　　　　・必要に応じて専門職（保健師・社会福祉士・介護支援専門員）による相談

メリット１
早期に発見し治療を始め
ることで、改善が期待で
きる場合があります。

メリット2
症状が悪化する前の治療や
サポートによって、進行を
遅らせることができる場合
があります。

メリット3
症状が軽いうちに家族等と話し合
い、治療方針を決めたり、利用で
きる制度やサービスを調べたり、
事前にさまざまな準備ができます。

認知症チェックリスト　〜認知症が疑われるサイン〜認知症チェックリスト　〜認知症が疑われるサイン〜
　以下のチェックリストを参考に「認知症かもしれない」というサインに早めに気付き、お住まいの地
区の地域包括支援センターに相談しましょう。認知症による変化は、本人よりも周囲の人が気付きやす
いことも多いので、身近な家族などが一緒にチェックしましょう。
初期の認知症などによくみられる生活障害の例
□　整理整頓ができなくなった 相談窓口

ほんのう地域包括支援センター
本納・新治・豊岡地区�☎（36）2123

ちゅうおう地域包括支援センター
東郷・豊田・二宮地区�☎（26）7525

もばら地域包括支援センター
茂原地区� ☎（22）3007

みなみ地域包括支援センター
五郷・鶴枝地区� ☎（20）2626

□　1人で買い物や金銭管理ができない
□　自分で服薬管理ができない
□　電話の対応や訪問者の対応ができない
□　食事が1人で取れなくなった。食事の回数が減った
□　痩せたり太ったり、急激な体重の増減がみられる
□　�同じ服をずっと着ていたり、逆に何度も着替えたりする。
季節に合った服装ができない

□　昼間寝ていることが多い。または夜間不眠・不穏である
□　意欲の低下がみられる
□　同じことを何度も話したり聞いたりする
□　約束事を覚えていない
□　5分前に聞いた話や電話の内容、人の名前を思い出せない
□　冷蔵庫の中に同じものが多くある
□　入浴しないなど、不潔である

（千葉県健康福祉部高齢者福祉課認知症対策班作成）
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家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご
み
の
約
４
割
は
生
ご
み
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
は
生
ご
み
処
理
機
等

で
堆
肥
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
肥
料
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
減

量
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
用
の
補
助
を
行
い
、生
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
対
象

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と

・�

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・�

販
売
店
等
よ
り
新
品
を
購
入
し

て
い
る
こ
と

◆
必
要
書
類
等

　

補
助
金
交
付
申
請
書
、
販
売
店

発
行
の
領
収
書
、
品
質
保
証
書
、

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
身
分
証
明
書
、
振
込
先

が
分
か
る
も
の
、
容
器
等
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
写
真

※�

申
請
書
は
、
環
境
保
全
課
ま
た

は
同
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

※�

ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
支
払
い
を
し

た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
分
は
補
助

対
象
外

※�

予
算
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

対象製品 補助額 補助基数

家庭用生ごみ処理機
（電動・手動）

購入額の２分の１
(100円未満切り捨て。
上限１万８千円）

一世帯あたり
５年に１基

生ごみ堆肥化容器
（コンポスター、ＥＭ
容器）

購入額の２分の１
(100円未満切り捨て。
上限2,500円）

一世帯あたり
５年に２基

▲コンポスター▲ＥＭ容器

生
ご
み
の
減
量
化
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　市では、木造住宅の耐震化を推進するため、耐震相談会（個別簡易耐震相談）を開催します。この機
会を利用してご自宅の耐震性について考えてみませんか？
◆対 象　昭和56年5月31日以前に建築された木造2階以下の一戸建て住宅の所有者・居住者
◆日時・会場　各回13時～ 17時、1組50分程度

開催日 会場 予約受付期間
第1回 5月28日㊌ 市役所8階801会議室 ～�5月21日㊌
第2回 6月29日㊐ 市役所5階502会議室 ～�6月20日㊎
第3回 7月30日㊌ 市役所8階801会議室 ～�7月23日㊌

◆申 込 方 法　�予約受付期間内に建築課へ電話または申込フォームから事前予約
◆定 員　各回8組程度（申込順）
※申込状況により、中止・変更となる場合があります。

申込み・問合せ　建築課（8階）　☎（20）1588　 （20）1606

を開催します

無 料 耐 相 談 会震
木  造  住  宅

▲申込フォーム▲申込フォーム

あなたの家は
大丈夫？
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令
和
６
年
度�
定
期
監
査
（
そ
の

４
）
を
実
施
し
た

結
果
（
一
部
抜
粋
）

を
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

茂
原
市
監
査
委
員　

風
戸　

博
恭

茂
原
市
監
査
委
員　

細
谷
菜
穂
子

◆
監
査
の
対
象

【
都
市
建
設
部
】

　

土
木
建
設
課
・
土
木
管
理
課
・
都

市
計
画
課
・
建
築
課
・
都
市
整
備
課
・

下
水
道
課

◆
監
査
の
着
眼
点

　

各
所
管
の
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事
業
の

管
理
並
び
に
そ
の
他
の
事
務
の
執

行
が
法
令
等
に
適
合
し
、
適
正
か
つ

正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
、
組
織

及
び
運
営
の
合
理
化
に
努
め
て
い

る
か
に
主
眼
を
置
き
監
査
を
実
施

し
た
。

◆
監
査
の
実
施
内
容

　

各
部
署
か
ら
提
出
さ
れ
た
定
期

監
査
資
料
に
つ
い
て
、
補
助
職
員
に

よ
る
予
備
監
査
を
実
施
し
、
監
査
当

日
は
、
監
査
対
象
部
署
の
長
等
か
ら

説
明
を
受
け
、
関
係
職
員
に
対
し
て

質
疑
を
行
う
こ
と
に
よ
り
実
施
し
た
。

◆
監
査
の
場
所

　

茂
原
市
役
所

　

二
級
河
川
赤
目
川
（
萱
場
等
）

　

二
級
河
川
一
宮
川
（
大
芝
）

◆
監
査
の
期
間

　

令
和
７
年
１
月
11
日
か
ら
３
月

14
日
ま
で

◆
監
査
の
結
果

　

監
査
の
結
果
、
法
令
等
に
適
合

し
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た

が
、
一
部
検
討
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
事
項
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

な
お
、
複
数
の
部
署
に
共
通
す
る

事
項
に
つ
い
て
は
【
共
通
事
項
】
に

掲
げ
、
各
部
署
へ
の
個
別
事
項
に
つ

い
て
は
【
部
署
別
事
項
】
に
掲
げ
た
。

【
共
通
事
項
】

〇
全
課
共
通

・
新
市
長
就
任
に
伴
い
示
さ
れ
た

新
た
な
施
策
や
方
針
に
つ
い
て
は
、

実
現
性
等
に
つ
い
て
鋭
意
検
討
し
、

的
確
に
対
応
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
新

市
長
の
も
と
職
員
は
、「
行
政
の
継

続
性
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
常

に
市
民
目
線
に
立
ち
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
ら
れ

た
い
。

【
部
署
別
事
項
】

〈
都
市
建
設
部
〉

〇
土
木
建
設
課

・
内
水
に
よ
る
浸
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
総
合

的
内
水
対
策
検
討
業
務
委
託
」
に
つ

い
て
は
、
早
期
に
内
水
浸
水
対
策
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
速
や
か
に
分
析

結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
委
託
先
と

の
調
整
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

平
時
よ
り
県
の
河
川
整
備
状
況
等

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
特
に
浸
水

被
害
の
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
に
つ

い
て
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
具

体
的
な
初
動
を
想
定
し
て
お
く
こ

と
で
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
ら

れ
た
い
。

・
準
用
河
川
乗
川
の
河
川
改
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
二
級
河
川
赤
目
川

の
改
修
事
業
が
遅
延
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
抜
本
的
な
改
善
に
向
け

た
改
修
工
事
に
着
手
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
が
、
乗
川
の
河
道

拡
幅
に
必
要
な
用
地
の
取
得
に
あ

た
っ
て
は
、
赤
目
川
の
改
修
事
業
の

進
捗
状
況
を
見
定
め
な
が
ら
、
計
画

的
な
取
得
に
努
め
ら
れ
た
い
。

〇
土
木
管
理
課

・
通
学
路
を
含
む
道
路
の
維
持
補

修
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
常
に
状
況

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
事
業
実
施
に
努
め
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
市
民
要
望
の
う
ち

未
実
施
の
補
修
箇
所
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
や
重
要
性
を
勘
案
し
、
計
画

的
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
進
捗
が
見
込
め
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
実
施
に
よ
り
大

規
模
災
害
発
生
後
の
早
期
復
旧
や

公
共
事
業
の
効
率
化
、
土
地
取
引
の

円
滑
化
な
ど
に
繋
が
る
有
用
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
実
施

に
向
け
、
引
き
続
き
調
査
研
究
に
努

め
ら
れ
た
い
。

・
市
道
の
草
刈
や
側
溝
清
掃
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
等
の
会
員
減
少
や

高
齢
化
等
に
よ
り
協
力
を
得
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
等
新
た
な
手
法
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
い
。

〇
都
市
計
画
課

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
及
び
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
の
主
体
と

な
る
企
画
政
策
課
と
連
携
し
、
関
係

部
署
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
進
捗
状

況
等
情
報
共
有
を
密
に
図
り
な
が

ら
、
有
効
な
方
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
茂
原
駅
及
び
新
茂
原
駅
周
辺
に

設
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
赤
字
運
営
の
脱
却
に

向
け
、
利
用
率
の
低
い
自
転
車
駐
車

場
の
閉
鎖
な
ど
様
々
な
方
策
に
よ

る
経
費
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

受
益
者
負
担
の
原
則
の
も
と
使
用

料
改
定
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
効
率

的
で
効
果
的
な
運
営
に
努
め
ら
れ

た
い
。

・
利
用
者
の
予
約
に
応
じ
た
時
間

や
経
路
で
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
交

通
「
ふ
れ
あ
い
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
需
要
を
見
極
め
運
行
エ
リ
ア

の
拡
大
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

市
民
バ
ス
「
モ
バ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
運
行
時

間
の
拡
充
な
ど
利
便
性
向
上
に
向

け
た
効
率
的
で
効
果
的
な
対
応
を

検
討
さ
れ
た
い
。

〇
建
築
課

・
令
和
６
年
度
に
作
成
し
た
「
空
き

家
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
問
題
に
直
面
し
て
い
る

人
や
将
来
的
に
そ
の
可
能
性
が
あ

る
人
に
と
っ
て
、
有
用
な
手
引
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
人
へ
届
け

る
た
め
の
方
策
や
市
民
の
目
に
つ

き
や
す
い
場
所
へ
の
配
架
依
頼
を

検
討
す
る
な
ど
効
果
的
な
周
知
方

法
を
図
り
、
更
な
る
有
効
活
用
に
努

め
ら
れ
た
い
。

監
査
結
果
の
公
表

（
そ
の
４
）▲全文はこちら
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・
建
築
課
で
作
成
し
て
い
る
保
育

所
の
保
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
安

全
・
安
心
で
持
続
的
な
保
育
所
運
営

に
繋
げ
る
た
め
、
計
画
的
な
実
施
に

向
け
関
係
部
署
と
積
極
的
な
協
議

の
場
を
設
け
ら
れ
た
い
。

〇
都
市
整
備
課

・
公
園
施
設
の
維
持
管
理
方
法
に

つ
い
て
は
、
技
能
労
務
職
員
に
よ
る

直
営
管
理
の
他
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
指
定
管
理
な
ど
様
々
な
手
法
が

考
え
ら
れ
る
。
将
来
に
渡
っ
て
適
切

な
維
持
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
精
査
し
た
上
で
、
今
後
の
管
理
方

法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・
茂
原
駅
前
通
り
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会※

に
つ
い
て
は
、
結
成
30

年
を
経
て
、代
議
員
の
担
い
手
不
足

や
時
代
の
変
遷
に
よ
る
課
題
の
変
化

等
、様
々
な
点
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、課
題
解
決
に
あ
た
っ
て

は
、地
区
内
権
利
者
等
と
協
議
し
な

が
ら
、新
た
な
視
点
を
持
っ
た
担
い

手
の
確
保
を
検
討
さ
れ
た
い
。

〇
下
水
道
課

・
令
和
６
年
度
中
に
完
成
予
定
の

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

内
水
に
よ
る
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地

域
の
方
に
と
っ
て
避
難
時
期
の
判
断

や
避
難
経
路
の
選
定
等
に
お
い
て
大

変
有
用
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

効
果
的
な
頒
布
方
法
や
配
架
場
所
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

・
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を
受

け
、
茂
原
市
独
自
で
行
っ
た
下
水
道

管
路
施
設
に
対
す
る
緊
急
点
検
に

つ
い
て
は
、
重
大
な
不
具
合
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
が
管
路
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

計
画
的
な
点
検
調
査
の
実
施
に
努

め
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管
理
を

図
ら
れ
た
い
。

※
茂
原
駅
前
通
り
地
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
…
「
茂
原
駅
前
通
り

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
」
を
通
じ

て
集
い
・
憩
う
・
快
適
で
住
み
よ
い

『
ま
ち
』
を
つ
く
る
た
め
に
、
整
理

事
業
施
行
地
区
内
の
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
課
題
の
解

決
や
街
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
す

る
組
織
。

◆
監
査
の
種
類　
定
期
監
査

◆
措
置
年
度　
　

令
和
６
年
度

〈
企
画
財
政
部　

市
民
税
課
〉

【
監
査
結
果
】

・
県
が
主
導
す
る
（
仮
称
）
千
葉
県

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
協
議

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
被
害
調

査
に
お
け
る
県
内
共
通
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
災
害
業
務
の
軽
減
や

効
率
化
に
繋
が
る
有
用
な
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
を
勘

案
し
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
さ
れ

た
い
。

・
令
和
５
年
７
月
に
新
た
に
創
設

さ
れ
た
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車※

に
分
類
さ
れ
る
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
公
道
を
走
行

す
る
際
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

装
着
と
自
賠
責
保
険
へ
の
加
入
が

必
要
で
あ
る
が
、
未
だ
未
装
着
の
も

の
を
見
か
け
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
も
そ
の
必
要
性
の
周
知
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
措
置
内
容
】

・
千
葉
県
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

運
用
協
議
会
へ
の
参
加
を
表
明
し
、

令
和
６
年
11
月
５
日
の
設
立
総
会
に

出
席
し
た
。な
お
、同
協
議
会
の
会

員
は
防
災
対
策
課
長
が
担
当
す
る
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
へ
の
参
加
に
伴

い
、
庁
内
に
お
け
る
政
策
調
整
会
議

及
び
庁
議
に
て
事
業
計
画
へ
の
承

認
を
得
て
、
令
和
７
年
度
予
算
に
必

要
経
費
を
要
求
し
た
。

・
令
和
５
年
７
月
以
降
、
徐
々
に
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
登
録
が
増
え

て
い
る
が
、
急
速
な
普
及
に
伴
う
手

続
き
及
び
取
扱
い
の
不
備
等
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
令
遵
守
及

び
安
全
性
確
保
を
徹
底
さ
せ
る
た

め
、
窓
口
で
の
案
内
チ
ラ
シ
配
布
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
る

周
知
の
ほ
か
、
よ
り
幅
広
い
周
知
の

た
め
広
報
も
ば
ら
令
和
７
年
２
月

１
日
号
に
記
事
を
掲
載
し
た
。

〈
教
育
委
員
会美

術
館
・
郷
土
資
料
館
〉

【
監
査
結
果
】

・
よ
り
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら

う
た
め
、
関
係
団
体
等
と
協
議
し
な

が
ら
、
展
示
室
を
貸
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
条
例
改
正
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
い
。

・
企
画
展
等
の
来
館
者
に
つ
い
て

は
、
性
別
や
年
代
別
に
集
計
す
る
な

ど
傾
向
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析

し
、
今
後
の
事
業
展
開
に
繋
げ
ら
れ

た
い
。

・
開
館
か
ら
29
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
来
館
者
が
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
設
備

の
維
持
管
理
に
意
を
用
い
ら
れ
た
い
。

【
措
置
内
容
】

・
展
示
室
に
つ
い
て
は
、
準
備
、
撤

去
も
含
め
る
と
１
０
０
％
の
稼
働

率
で
あ
り
、
関
係
団
体
と
協
議
し
た

結
果
、
他
の
美
術
館
等
と
同
様
、
現

状
の
運
営
と
考
え
る
。

・
企
画
展
に
お
い
て
は
、
性
別
や
年

齢
等
を
含
む
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。
ま
た
、
現
在
は
、
入
館
者
の
性

別
、
年
代
別
の
集
計
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
集
計
結
果
の
分
析
に

よ
り
判
明
し
た
こ
と
を
、
今
後
の
Ｐ

Ｒ
方
法
や
展
示
会
内
容
に
生
か
し

事
業
を
企
画
し
て
い
く
。

・
施
設
設
備
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
緊
急
性
や
優
先
度
の
高
い
案

件
か
ら
修
繕
等
を
行
い
、
来
館
者
が

安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
お
り
、

毎
年
、
各
設
備
の
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
規
模
修
繕
等
が
必

要
な
場
合
は
、
茂
原
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
中
で
実
施
し
て

い
く
。

※
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
…

原
動
機
付
自
転
車
の
う
ち
、
電
動
機

の
定
格
出
力
が
０
・
60�

kW
以
下
で

あ
っ
て
、
長
さ
1.9
ｍ
、
幅
0.6
ｍ
以
下

か
つ
最
高
速
度
20
㎞
／
ｈ
以
下
の

も
の
。

問
合
せ

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０　

⒇
１
６
０
７

監
査
の
結
果
に

対
す
る
措
置

　

令
和
６
年
度
及
び
令
和
５
年
度

に
実
施
し
た
監
査
結
果
に
基
づ
き

講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
茂
原
市
長

及
び
茂
原
市
教
育
長
か
ら
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
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市民の日 4月1日（H14.5.25制定）

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
令
和
７
年
国
勢
調
査

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
２

交
通
事
故
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
を

使
用
す
る
場
合
は
届
け
出
を

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
り
け
が
を
し
て
医
療
機
関

等
を
受
診
す
る
場
合
、
必
ず
そ
の

医
療
機
関
等
へ
負
傷
原
因
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
に
つ
い
て
国
民
健
康
保
険

を
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、

そ
の
際
は
必
ず
市
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、「
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
傷
病
届
等
に
交
通
事
故
証

明
書
を
添
付
の
上
、
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

第
三
者
の
行
為
に
よ
る
け
が
の

医
療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
負
担

す
る
も
の
で
す
。
一
時
的
に
医
療

費
の
一
部
を
市
が
立
て
替
え
ま
す

が
、
市
が
負
担
す
べ
き
で
な
い
医

療
費
に
つ
い
て
、
そ
の
届
け
出
に

よ
り
加
害
者
や
損
害
保
険
会
社
に

過
失
割
合
に
応
じ
た
額
を
請
求
し

ま
す
。

　

国
保
財
政
の
適
正
な
運
用
の
た

め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

～
負
傷
原
因
調
査
に
ご
協
力
を
～

　

市
で
は
、
適
正
な
保
険
給
付
の

た
め
、
診
療
報
酬
明
細
書
等
を
も

と
に
負
傷
原
因
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
負
傷
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
を
使
用
し
て
医

療
機
関
等
で
治
療
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
負
傷
の
原
因
が
第
三
者
の
行

為
に
よ
る
も
の
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

負
傷
原
因
が
第
三
者
の
行
為
に

該
当
し
て
い
た
場
合
、
別
途
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

⒇
１
６
０
０

夏
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
！

◆
勤
務
内
容

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
保
護
者
が

仕
事
の
時
間
帯
に
児
童
を
預
か
り
、

遊
び
や
学
習
を
通
し
て
健
全
な
育

成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で
す
。

◆
勤
務
時
間

・�

月
～
土
曜
日
７
時
30
分
～
19
時

の
う
ち
週
３
日
程
度
・
５
時
間

程
度
の
シ
フ
ト
勤
務

◆
給
与

　

時
給
１
１
０
０
円
～
（
処
遇
改

善
手
当
あ
り
）

◆
勤
務
地

　

夏
期
茂
原
（
総
合
市
民
セ
ン

タ
ー
）、
東
郷
、
豊
岡
学
童
ク
ラ

ブ
の
い
ず
れ
か

◆
雇
用
期
間

　

７
月
22
日
㊋
～
８
月
30
日
㊏

◆
応
募
条
件　
70
歳
未
満
の
方

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書

◆
選
考
方
法

　

書
類
選
考
（
１
次
審
査
）、
面

接
試
験
（
２
次
審
査
）

◆
提
出
期
限　
６
月
25
日
㊌

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

〒
２
９
７
－
０
０
２
２

茂
原
市
町
保
13
－
20

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
�
９
５
１
１

在
宅
寝
た
き
り
者
等
歯
科
保
健

事
業
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
茂
原
市
長
生
郡
歯
科

医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
寝
た
き

り
や
体
が
不
自
由
で
外
出
で
き
ず
、

歯
科
健
診
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
方
に
、
在
宅
訪
問
歯
科
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
訪
問
歯
科
指
導
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
口
腔
内
の
衛
生
状
態

を
改
善
し
、
口
腔
機
能
の
維
持
・

回
復
だ
け
で
な
く
、
全
身
的
な
機

能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

①
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方

②
障
害
な
ど
に
よ
り
外
出
困
難
な
方

※�

①
・
②
と
も
介
護
保
険
法
に
よ

る
歯
科
部
門
の
居
宅
療
養
管
理

指
導
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
お
よ
び
施
設
入
所
者
は
除
く

◆
内
容

・�

口
腔
内
清
掃
お
よ
び
義
歯
清
掃

な
ど
の
歯
科
保
健
指
導

・�

歯
周
疾
患
、
む
し
歯
な
ど
に
対

す
る
応
急
処
置

・�

往
診
歯
科
医
療
の
必
要
性
の
把
握

※�

市
内
の
協
力
歯
科
医
師
が
訪
問

し
ま
す
。

◆
費
用

　

無
料
（
１
年
に
１
回
限
り
）

※�

以
後
の
治
療
が
必
要
な
場
合
は

保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５　

�
１
８
６
５

シ
ニ
ア
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

◆
日
時

①
６
月
17
日
㊋
、
②
６
月
26
日
㊍

　

14
時
～
16
時

◆
場
所

①
茂
原
市
役
所

②
東
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
基
本
と
応
用

②�

ス
マ
ホ
の
基
本
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
体
験

※
練
習
用
ス
マ
ホ
に
よ
る
受
講

◆
対
象

　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方

◆
定
員　
各
20
人
（
申
込
順
）

◆
費
用　
無
料

◆
申
込

　
５
月
15
日
㊍
10
時
か
ら
電
話
に
て

問
総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９　

⒇
１
６
０
２

調査員募集中！調査員募集中！
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土
地
の
埋
立
て
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す

　
土
砂
等
に
よ
り
３
０
０
㎡
以
上

の
区
域
の
埋
立
て
等
を
行
う
場
合
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
原
則
再
生
土※

の
埋
立
て

等
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

再
生
土
：
燃
え
殻
や
汚
泥
な
ど

の
産
業
廃
棄
物
を
処
理
し
て
製

造
さ
れ
た
、
土
砂
と
同
様
の
形

状
を
有
す
る
も
の

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

無
許
可
で
の
埋
立
て
や
そ
れ
に

伴
う
周
辺
へ
の
影
響
に
は
、
行
為

者
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
者
に

も
責
任
が
生
じ
ま
す
の
で
、
安
易

な
土
地
の
提
供
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

汚
染
さ
れ
た
土
砂
等
に
よ
る
埋

立
て
等
が
行
わ
れ
た
場
合
、
原
状

回
復
に
多
大
な
費
用
と
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
埋
立
て
事
業
に
土
地

を
提
供
す
る
と
き
は
、
埋
立
て
面

積
や
事
業
期
間
、
土
砂
等
の
発
生

元
、
堆
積
構
造
な
ど
計
画
の
詳
細

を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
現
場
を
見
回

り
、
事
業
が
計
画
通
り
施
工
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
土
地
の
管

理
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

特
定
技
能
所
属
機
関
の「
協
力
確
認

書
」
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

市
で
は
、
特
定
技
能
所
属
機
関

が
在
留
諸
申
請
を
行
う
際
に
提
出

す
る
「
協
力
確
認
書
」
を
４
月
１

日
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

♦
提
出
方
法

　

窓
口
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

【
提
出
・
問
合
せ
】

〒
２
９
７
－
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１
番
地　

企
画
政
策
課
（
４
階
）

kikaku2@
city.m

obara.
chiba.jp

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
２

令
和
７
年
度　
長
生
郡
市
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
「
前
期
」
を

開
催
し
ま
す

　

専
門
的
な
知
識
と
技
能
を
持
っ

た
手
話
通
訳
者
に
な
る
た
め
の
最

初
の
講
座
で
す
。「
前
期
」「
後
期
」

の
両
方
を
修
了
す
る
と
手
話
奉
仕

員
と
な
り
、
手
話
通
訳
者
課
程
の

受
講
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
27
日
㊎
～
令
和
８
年
１
月

23
日
㊎
18
時
30
分
～
20
時
30
分

（
全
27
回
、
毎
週
金
曜
日
）

◆
場
所　
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　
市
内
在
住
者
（
過
去
の

講
座
に
お
い
て
「
前
期
」
を
既
に

修
了
し
た
方
を
除
く
）

◆
定
員　
８
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
選
）

◆
費
用　
１
万
１
４
５
０
円
（
教

材
費
）

※
受
講
料
無
料

※�

振
込
手
数
料
は
実
費
負
担

◆
申
込

　

5
月
15
日
㊍
～
6
月
5
日
㊍
ま

で
に
申
込
書
を
郵
送

ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

〒
２
６
０
－
０
０
２
２

千
葉
市
中
央
区
新
明
町
２
０
４
－
12

社
会
福
祉
法
人　

千
葉
県
聴
覚
障
害

者
協
会　

千
葉
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
３
－
３
０
８
－
６
３
７
３

０
４
３
－
３
０
８
－
６
４
０
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
国
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
地
震

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
備

え
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
防
災

行
政
無
線
か
ら
次
の
と
お
り
放
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
28
日
㊌
、
８
月
20
日
㊌
、

11
月
12
日
㊌
、
令
和
８
年
２
月
６

日
㊎
（
予
備
日
：
６
月
25
日
㊌
、

９
月
10
日
㊌
、
12
月
３
日
㊌
、
令

和
８
年
２
月
20
日
㊎
）

※
い
ず
れ
も
11
時
頃
を
予
定

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

　
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
も
ば

ら
で
す
」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※�

国
の
判
断
に
よ
り
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０　

⒇
１
６
０
２

五
郷
駐
在
所
の
業
務
が

再
開
し
ま
し
た

　

建
て
替
え
工
事
に
よ
り
茂
原
警

察
署
五
郷
駐
在
所
は
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
4
月

15
日
㊋
よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

問
茂
原
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

五
郷
駐
在
所　

☎
�
６
１
１
１

�

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

�

▼
市
へ

関
川　

浩
司�

（
金
33
万
円
）

峰
岸　

博
英�

（
金
11
万
円
）

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

茂
原
後
援
会
設
立
20
周
年
事
業

�

（
金
10
万
円
）

塩
畑　

英
俊�

（
金
３
万
円
）

丸
島　

賢
二�（
金
２
万
２
千
47
円
）

大
久
保
達
司�

（
金
１
万
６
千
円
）

萩
森　

耕
平�

（
金
１
万
２
千
円
）

運
転
代
行　

月
光

（
モ
バ
り
ん
マ
ッ
ト
１
枚
・
１
年

間
設
置
分
）

▼
萩
原
小
学
校
へ

株
式
会
社
玉
川
工
産

代
表
取
締
役　

玉
川　

大
樹　

（
Ｃ
Ｄ
コ
ン
ポ
１
台
、Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ

セ
２
台
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
３
台
）

株
式
会
社
小
沢
工
務
店

代
表
取
締
役　

小
沢　

恒
夫　

�

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ネ
ッ
ト
２
張
）

▼
茂
原
中
学
校
へ

橿
渕　

正
範　

�

（
コ
ン
サ
ー
ト
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
）
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市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

介護保険の保険証を交付

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に

問合せ　高齢者支援課（２階）☎（20）1572　 （20）1610

問合せ　国保年金課（2階）☎（20）1503　 （20）1600

　満65歳になる方（昭和35年5月2日～昭和35年6月1日
生）は、第1号被保険者の資格取得となります。5月20日
ごろまでに保険証（被保険者証）を郵送します。

　満75歳になる方（昭和25年6月2日～昭和25年7月1
日生）は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日か
ら後期高齢者医療制度に加入することとなります。今月
末までに資格確認書を郵送します。

納期のお知らせ
●軽自動車税（全期）
■納期限は、6月2日㊊です。

問合せ　収税課（2階）☎（20）1578　 （20）1609

※�納め忘れのない便利な口座振替もぜひご利用ください。
なお、軽自動車税の納税通知書は5月9日㊎に発送予定です。

※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※地方税統一ＱＲコード（eL-QR）を利用した納付もできます。
詳細については「地方税お支払サイト」でご確認ください。

「地方税お支払サイト」
 https://www.payment.eltax.lta.go.jp/

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■無料法律相談
　（予約制・民事）5月8日㊍・27日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 5月23日㊎ 10時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 5月13日㊋・22日㊍　13時〜 16時／場所＝市役所5階504会議室または本納公民館2階第3会議室
／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 （要電話予約）5月28日㊌　13時〜 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511

■シニアの
　健康・栄養相談

（要電話予約）5月12日㊊　13時〜 16時／対象＝75歳以上
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■歯科相談
・栄養相談

（要電話予約）5月12日㊊、6月2日㊊　10時〜16時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）5月16日㊎　9時10分〜 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■6か月乳児相談 5月15日㊍（令和6年11月生）／対象の方には個別通知します。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■1歳6か月児健康診査 5月13日㊋（令和5年10月・11月生）／時間・内容が変則的です。 対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■3歳児健康診査 5月14日㊌（令和3年11月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■こころの
　健康相談

（要電話予約）5月19日㊊　9時30分、 10時45分、 13時15分、 14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

5月9日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

5月9日㊎・23日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター （8階）相談専用電話☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支
援センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括
支援センター☎（36）2123 ※本納地区高齢者相談会＝5月1日㊍、6月5日㊍／場所＝本納公民館1階相談室

■長生保健所
（※下線は予約制）

エイズ相談、HIV抗体検査、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌
検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 茂原写友会 第1水曜日 14時〜 16時
例会（連絡・運営協議）、持ち寄った写真の互選、
年2回の写真展。スマホ写真歓迎／対象＝一般／費
用＝1,000円（入会金）※12月まで会費無料

総合市民センター ☎090（1011）6246
内藤

❷ スマイル・ヨーガ 毎週木曜日 9時〜 10時
ヨガを楽しんで健康寿命を延ばしましょう！／対象
＝一般（未経験者歓迎）／費用＝月2,500円（運営
費＝年2,000円）

総合市民センター ☎（34）5247　鬼原

❸ 日本語教室
茂原ＩＶＣ 土曜日（月4回） 10時〜 12時30分

在住外国人向けに日本語学習支援をしているボランティ
アグループ／対象＝18歳以上（高校生不可。語学力・
経験問わず）／費用＝年1,000円（教本は自己負担）

東部台文化会館 ☎080（6792）4831
大野

❹ 東郷囲碁・将棋
同好会

毎週
月・木曜日 13時〜 17時 対象＝囲碁または将棋対局ができる方／費用＝年

3,000円 東郷福祉センター ☎（23）3103　河野

① 結婚相談所
サンクフル

5月3日㊏㊗・4日
㊐ ㊗・13日㊋・
18日㊐・21日㊌
・28日㊌

13時30分〜 18時
（最終受付17時）

ご自身の婚活や独身のお子さんの結婚について悩ん
でいる親御さんのための結婚相談を開催します。ま
ずは気軽に婚活アドバイザーと話をしてみませんか？
※駐車場あり／参加費無料／要電話予約

大網白里アリーナ
（大網白里市上貝塚
160）

☎070（2190）2810
なめき

② 骨董がらくた市と
フリーマーケット

5月10日㊏・
24日㊏ 8時〜 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090（4950）6193

小曽根

③ 福祉こどもまつり 5月11日㊐
（雨天縮小開催） 10時〜 14時

ダンスの披露やパネルシアター、パラスポーツ体験
やスタンプラリーなどさまざまなイベントを開催し
ます。ぜひご参加ください／対象＝一般／費用無料

総合市民センター
☎（23）1969
茂原市社会福祉協
議会

④
森で遊ぼウ!
〜笑顔いっぱい!!
楽しさいっぱい!!〜

5月11日㊐
（雨天中止） 10時〜 15時

自然の中を散策、秘密基地づくり、弓矢、竹けんだま、ター
ザンロープなど日向の森でいっぱい遊びます／対象＝4歳
〜大人（小学生までは保護者同伴）／費用＝500円（保
険料など）／持ち物＝帽子、運動靴、すべり止めの付
いた軍手、水筒、お弁当、敷き物、おやつ、雨具、虫
よけ、コップ、箸、はさみ、のこぎりなど

日向の森
（山武市森1644近く）

☎090（6139）0115
森で遊ぼう実行委員会
野口（ショートメー
ルにて）

⑤ ちえの和
「ほほえみ」 5月15日㊍ 10時〜

幸せな考え方で心を軽くする座談会。5月のテーマ：
「好き」も「嫌い」も大切にしていますか？／対象
＝一般／費用無料

市役所1階 ☎090（8432）6707
村瀬

⑥ 首・肩・手の
健康教室 5月15日㊍ 14時〜 15時

（受付13時30分〜）

首や肩甲骨周囲、手指の動きや筋力をチェックして、
理学療法士・トレーナーと一緒にストレッチや筋力
トレーニングをやってみましょう。自分にあった運
動を知り、運動の習慣化につなげましょう／対象＝
一般／定員＝30人／費用無料

おゆみの中央病院
茂原クリニック

☎（22）1834
リハビリテーション部

⑦
第33回東千葉メディ
カルセンター市民公
開講座

5月15日㊍ 15時〜 16時
（14時45分開場）

演題＝必見！「認知症予防の極意」／演者＝東千葉
メディカルセンター　センター長�岩立�康男�医師／
対象＝一般／申込不要

東千葉メディカル
センター 2階講堂

（東金市丘山台3丁目6-2）

☎（50）1199
東千葉メディカル
センター

⑧ 第57回
春の吟詠大会 5月17日㊏ 12時30分〜 16時 茂原市吟詠協会会員による詩吟・和歌の朗詠／費用

無料 東部台文化会館
☎（22）0770
茂原市吟詠協会
事務局

⑨ 子ども食堂すまい
るステーション 5月18日㊐ 12時〜 12時45分

茂原市で最初に立ち上げた子ども食堂です。50食限定。
折り紙教室などイベントあり。高校生・大学生のボランティ
ア活躍中、歓迎／メニュー＝ポーク・チキンカレー、副菜、
デザート／費用＝高校生まで無料、大人300円

東郷福祉センター ☎090（9133）6738
丸岡

⑩

第1回
子ども自然教室
〜ザリガニ釣り大
会　森に住む生き
物観察〜

5月18日㊐
（雨天中止） 13時30分〜 16時

「憩いの森」にて、森に住む生き物の観察とザリガニ釣
りをして環境省の緊急対策外来生物の駆除も目的として
います／対象＝4歳〜中学生（小学2年生までは保護者
同伴）／費用＝300円（保護者200円）／持ち物＝帽子、
水筒、敷き物、おやつ、雨具、レジ袋、バンダナ、ハ
ンカチ、ティッシュ、長靴、虫よけ、ザリガニ釣りの釣り竿（無
い場合は用意します）

憩いの森
（一宮町一宮6774-1
近く）

☎090（8646）0443
茂原自然大好きク
ラブ
森川（ショートメー
ルにて）

⑪ 令和7年度
第1回糖尿病教室 5月22日㊍ 14時〜 15時

（13時45分開場）
内容＝糖尿病の基本的なお話／対象＝糖尿病に関心の
ある方／申込不要

東千葉メディカル
センター 2階講堂

（東金市丘山台3丁目6-2）

☎（50）1199
東千葉メディカル
センター

⑫ 茂原写友会写真展 5月24日㊏〜
6月1日㊐ 9時〜 17時 約40作品の写真展示。「思い出の情景」／対象＝一

般／費用無料 美術館・郷土資料館 ☎090（1011）6246
内藤

⑬ 第20回
十枝の森の音楽会

5月25日㊐
（雨天中止） 9時55分〜 15時

ダルクの琉球跳ね太鼓をはじめ、13組のポップス、
演歌、民謡多様なジャンルの音楽が楽しめます／費
用＝500円／駐車場あり

十枝の森
（大網白里市北吉田
758）

☎090（8318）5502
西館

⑭ 第4回茂原市役所
うたごえマルシェ 6月1日㊐

①マルシェ10時〜 15時／たくさんのお店が並びます②茂原演芸会11時〜 12時
／落語2題／費用無料③歌声カフェ13時〜 15時／生のバンドを伴奏に、みん
なで声をそろえて楽しく歌います／費用＝1,000円（チケット取り扱い：東部台文
化会館、市役所9階生涯学習課）

市役所市民広場、
市民室

☎080（4113）9494
茂原軽音楽協会
大柿

⑮
シンフォニック�ブラ
スオルケスタ�チバ
結成50周年記念
第92回定期演奏会

6月8日㊐ 14時開演
（13時30分開場）

シベリウス：交響詩「フィンランディア」、クロード・
フランソワ：マイ・ウェイ／対象＝一般／入場無料 東部台文化会館 ☎090（1841）5831

杉山

⑯
創業スクール
【特定創業支援等
事業】

7月12日㊏・19日
㊏・26日㊏、8月
2日㊏

創業計画作成のサポート、創業経験者による講演等／募集期間＝5月30日㊎〜 6月13
日㊎12時／対象＝創業予定者、創業間もない方／定員＝40人（応募多数の場合抽
選）／費用無料※申込は協会ウェブサイト（https://www.chiba-cgc.or.jp）にて

幕張テクノガーデン
会議室（CB棟3階）

☎043（239）3281
043（239）3292

千葉県信用保証協会

⑰
小学生〜高校生
のための夏休み海
外研修交流事業

ホームステイ・学校体験・英語研修・文化交流・地域見学・野外活動など／期間＝7月26日㊏
〜 8月14日㊍／対象＝小学3年生〜高校3年生／費用＝30万円〜 80万円／申込期限＝6月5日
㊍まで／説明会等詳しくはウェブページ（http://www.kskk.or.jp）をご覧ください。

イギリス・オーストラ
リア・カナダ・ハワイ・
サイパン

☎03（6825）3130
公益財団法人
国際青少年研修協会

⑱ 令和7年度
千葉県調理師試験 10月25日㊏

願書配布＝4月7日㊊〜長生保健所（長生健康福祉センター）／願書受付
期間および受付場所＝5月19日㊊〜 23日㊎（受付期間内消印有効）※住
所が県内にある方は住所地を管轄する保健所へ、住所が県外にある方は
健康福祉部健康づくり支援課へ簡易書留郵便にて提出

幕張メッセ国際会議場
（千葉市美浜区中瀬2丁目1）

☎（22）5914
長生保健所

（長生健康福祉センター）
地域保健福祉課

お
願
い

●原稿の提出期限を守ってください。期限後の提出はお断りする場合があります。（7月1日号　原稿締切5月15日㊍）
●原稿の内容は簡潔にし、連絡先は日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集の掲載は年間2回までです。対象は市内公共施設等で活動している団体、茂原市認定市民活動団体です。
●主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載できません。
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　遊歩道を歩いている。馴染の大きな欅は青空に向かって　キリッと立っていて清 し々い。
　辛夷も桂も春を待つ姿がいじらしい。芒を手折り　穂を飛ばしている女の子。印象的な光
景だ。入れ替っていく生命の時を眺め感じている作者だ。観察眼が光る。
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●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名にふりがなをふってください。
※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7-55　斎藤正敏宛。※詩の原稿送付先（直接選者）へ　〒297-0032　茂原市東茂原7-55　斎藤正敏宛。
　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。　詩は随時募集しており、どなたでも応募可能です。たくさんのご応募お待ちしています。
　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。　「広報もばらの詩」と朱書きしてください。原稿は30行以内でお願いします。
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も
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
も
、

そ
の
生
息
場
所
の
環
境
に
支
え
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
に
は
谷

津
上
部
か
ら
の
清
流
や
産
卵
場
所
の
マ

ツ
カ
サ
ガ
イ
等
が
必
要
で
す
し
、
ヒ
メ

ハ
ル
ゼ
ミ
に
は
照
葉
樹
で
あ
る
ス
ダ
ジ

イ
や
カ
シ
類
の
高
木
だ
け
で
な
く
、
成

熟
し
た
階
層
構
造
を
も
つ
「
鎮
守
の
森
」

が
必
要
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は

①
に
つ
い

て
の
踏
査

直
後
に

綴
っ
た
短

文
を
紹
介

さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

鶴
枝
の
八
幡
神
社
に
は
国
指
定
の
天

然
記
念
物
で
あ
る
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
生

息
す
る
極
相
林
が
あ
り
ま
す
。
神
社
や

お
寺
に
隣
接
す
る
鎮
守
の
森
は
、
数
百

年
以
上
に
わ
た
り
人
間
が
残
し
た
自
然

と
し
て
点
在
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

近
年
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響

に
よ
る
開
発
行
為
に
よ
っ
て
急
激
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
鶴
枝
の
森
の
高
木
層

は
優
占
種
が
高
さ
が
15
ｍ
直
径
が
60
㎝

以
上
に
な
る
ス
ダ
ジ
イ
で
す
。
成
熟
個

体
の
中
に
は
枯
死
し
た
倒
木
も
あ
り
ま

す
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
に
は
次
の
世
代
の
幼

木
や
別
種
の
ア
ラ
カ
シ
も
認
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
林
床
に
目
を
や
る
と
、
優

占
種
は
オ
オ
ア
リ
ド
オ
シ
と
い
う
棘
の

あ
る
小
さ
な
木も

く
本ほ
ん
で
、
他
に
オ
モ
ト
、

ヤ
ブ
ラ
ン
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
、
イ
チ

ヤ
ク
ソ
ウ
、
フ
ユ
ヅ
タ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、

ベ
ニ
シ
ダ
等
が
認
め
ら
れ
、
草
本
層
を

形
成
し
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ト
の
背
丈
ほ

ど
の
低
木
層
に
は
ア
オ
キ
、
ト
ベ
ラ
、

ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヒ
サ
カ
キ
が
目

立
ち
、
10
ｍ
程
度
の
亜
高
木
層
に
は
、

カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ヒ
メ
ユ
ズ
リ
ハ
、
カ
ゴ

ノ
キ
、
リ
ン
ボ
ク
等
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
森
は
小
高
い
標
高
20
ｍ
～
40

ｍ
程
の
鞍
部
に
成
立
し
て
い
ま
す
が
、

周
囲
は
縄
文
海
進
時
に
は
海
で
あ
っ
た

10
ｍ
程
の
平
野
部
で
、
境
界
部
分
は

昔
の
海か

い

食
し
ょ
く
崖が
い
が
切
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
斜
面
に
多
い
の
が
マ
ダ
ケ
や
ヤ
ダ

ケ
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
等
で
す
。
フ
ジ
や

ツ
ル
グ
ミ
等
の
絡
み
つ
き
植
物
も
そ
の

内
側
に
目
立
ち
ま
す
。
北
部
に
は
マ
ダ

ケ
が
優
占
す
る
竹
林
が
あ
り
、
地
域
の

方
々
が
増
殖
す
る
の
を
抑
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
南
西
部
の
公
民

館
に
隣
接
す
る
崖
付
近
に
は
コ
ナ
ラ
が

生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
攪か

く
乱ら
ん

を
受

け
た
場
所
だ
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

夏
に
は
鶴
枝
小
学
校
3
年
生
に
よ
る

セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員
〉

宮
本　

明
宜

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９　

⒇
１
６
０
７

▲ヒメハルゼミの羽化の様子
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info@
city.m

obara.chiba.jp

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。

今月の日曜開庁 5月25日㊐  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所 ☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※�一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください。

【人口と世帯数】� 令和7年４月１日現在
●総人口　85,614人 ●世帯数　42,275世帯
●男　　　42,352人 ●女　　　43,262人
【３月中の動き】
●転入� 514人 ●転出� 497人 ●出生� 24人 ●死亡� 105人☎0

（通話無料）
120（4

しみんは

38）1
1

1
1

9
9

防災行政無線が再確認できます

登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　 （20）1602
※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時
《内科系》 《外科系》

5月  3日㊏㊗ 長 生 診 療 所
☎（32）3303

南洲会長生クリニック
☎（32）1821

5月  4日㊐㊗ 山 之 内 病 院
☎（25）1131

宍 倉 病 院
☎（24）2171

5月  5日㊊㊗ 鵜 澤 医 院
☎（34）2008

菅 原 病 院
☎（25）1171

5月  6日㊋㊗ 大 木 医 院
☎（23）2546

聖 光 会 病 院
☎（35）5151

5月11日㊐ 藤島クリニック
☎（47）3056

菅 原 病 院
☎（25）1171

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、（25）8448へお問い合わせください。

いきいき仲間たちいきいき仲間たち
美味しいパスタ専門店

ペッシェアズーロ～青い魚～

池田　征弘さん

“茂原愛”を料理にのせて

　2月に開催された千葉県主催の黒アヒージョコンテ
スト2025において、市内のイタリア料理店「美味しい
パスタ専門店　ペッシェアズーロ～青い魚～」のシェフ
池田征弘さん考案の作品がグランプリを受賞しました。
　このコンテストのテーマは、県内産の農林水産物と
醤油を使用したアヒージョを作ること。池田さんは「相
手は有名ホテルや料理店。正直、負けて当然と思って
いたのでとても嬉しかった」と感想を話してくれまし
た。池田さんのアヒージョは味がおいしいのはもちろ
んですが、色とりどりの食材がバランスよく組み合わ
さった美しい見た目とアヒージョの油がソースになっ
ている点が特徴です。「アヒージョに合う新鮮な野菜
を選びました。また、大量に残ってしまうアヒージョ
の油を食べられるソースにすることで食材の無駄をな
くし、SDGｓへも配慮をしました。そういったコンセ
プトも評価してもらえたのかもしれない」とグランプ
リ受賞を振り返りました。
　池田さんが茂原市にお店を開いたのは約20年前「外
房の入口でこの地域ならではの料理を作ろう」という

考えからでした。「料理を作る上で心掛けているのは
“想い” を持つこと。今の時代、美味しいものは探せ
ばいくらでもある。選ばれるためには強い想いが大切」
と力強く話します。そんな池田さんの料理へのこだわ
りは食材選びに妥協をしないこと。生産者にも強い想
いを持つことを求め、シェフ自ら生産者の元へ出向き、
直接話を伺ってから食材を調達しています。「信念を
持った人が作るものは味が全然違う。そういった人と
一緒に仕事をしたい」と話す池田さんからは料理への
情熱が伺えます。
　池田さんは茂原市について「選ばれる街、夢を見
続けられる街」になって欲しいという想いがありま
す。「私にとっての料理のように、ワクワクするこ
とを見つけて頑張る人が茂原
に増えて欲しい。そして一緒
にイベントなどで茂原を盛り
上げたい」と笑顔で話す池田
さんからは茂原愛が溢れてい
ました。

▲�グランプリを受賞した
アヒージョ
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